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Ⅳ 特別調査事項 「新規学卒者の採用予定」について

（１）新規学卒者の採用予定（平成２２年４月の正社員採用）について

「採用予定あり」 １１.４％ 「採用予定なし」 ８８.６％

（２）前年と比べた採用人数 【採用予定ありの企業】

「増えた」 ３８.０％ 「変わらない」 ４１.０％ 「減った」 ２１.１％

（３）採用する理由（複数回答）【採用予定ありの企業】

「年齢構成の適正化」 ４９.７％ 「定年退職者等の補充」 ３０.２％

「特定部門の強化」 ２０.１％ 「業務量の増加・事業の拡大」 １９.５％

「その他」 ７.１％

（４）採用する部門（複数回答）【採用予定ありの企業】

「生産部門」 ６７.３％ 「営業（販売）部門」 ３０.３％

「研究開発部門」 １３.３％ 「一般事務部門」 ９.１％

「管理部門」 ４.２％

（５）採用しない理由（複数回答）【採用予定なしの企業】

「現状の雇用者数が適正・過剰」 ４５.６％ 「業務量の減少・事業の縮小」 ３６.７％

「中途採用(即戦力)で対応」 １７.２％ 「非正社員(ﾊﾟｰﾄ･派遣等)で対応」１３.９％

「定年退職者の再雇用で対応」 ８.７％ 「その他」 ４.０％

※本文中の数値については、グラフの他、アンケート調査集計表（４４頁以下）を参照し

てください。

特別調査事項として、新規学卒者の採用予定について県内中小企業に聞いたとこ

ろ、次のような結果となった。

○ 平成２２年４月に新規学卒者を採用する県内中小企業は、全体としては

１１.４％であり、前年と同じ過去最低の数値となった。

製造業は１５.８％で前年比１.８ポイント上昇、５年ぶりに増加したものの、

非製造業は 8.２％で前年比１.０ポイント低下、2 年連続で減少した。

○ 前年と比べた採用人数は、３８.０％の企業が「増えた」としており、前年調査

結果よりも３.６ポイント増加した。

「増えた」と回答した企業は、製造業が３８.４％で前年比５.８ポイント増加

し、非製造業（３７.3%、前年比０.７ポイント増加）に比べ増加幅が大きかった。

○ 採用する理由は、「年齢構成の適正化」（４９.７％）が最も多く、次いで「定年

退職者等の補充」（３０.２％）、「特定部門の強化」（２０.１％）となっている。

前年調査結果と比較すると、「年齢構成の適正化」が６.３ポイント増加した。

特に非製造業では１６.９ポイント増加した。

一方、「特定部門の強化」は非製造業において１４.９ポイント減少した。

○ 採用しない理由は、「現状の雇用者数が適正・過剰」（４５.６％）が最も多く、

次いで「業務量の減少・事業の縮小」（３６.７％）となっている。

前年調査結果と比較すると、「中途採用（即戦力）で対応」及び「非正社員（パ

ート、派遣等）で対応」は共に１.９ポイント増加したが、「業務量の減少・事業

の縮小」は４.６ポイント減少した。
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（１）新規学卒者の採用予定 （集計表Ｐ４４参照）

平成２２年４月の新規学卒者の採用について、「予定あり」とする企業は、前年３月調

査と同じ１１.４％だった。今年度も多くの県内中小企業が、新規学卒者の採用を抑制して

いる。

なお、当調査は平成１３年から実施しているが、前年と同じく過去最低の数値となった。

業種別にみると、製造業は１５.８％で、前年よりも１.８ポイント上昇し、５年ぶりに増

加した。

一方、非製造業は８.２％で前年よりも１.０ポイント低下し、２年連続で減少した。
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業種別の内訳（下グラフ）をみると、製造業では「輸送用機械器具」（３５.２％）が最も多

く、次いで印刷業（２２.０％）、一般機械器具（１６.９％）と続いている。

前年との比較では、「輸送用機械器具」（１２.８ポイント増）、「家具・装備品」（８.７ポイ

ント増）など、１１業種中７業種が前年よりも増えた。

非製造業では、「情報サービス業」（１６.７％）が最も多く、次いでサービス業（１１.９％）、

「飲食店」（１０.３％）と続いている。

前年との比較では、「飲食店」（１１.０ポイント減）、「情報サービス業」（９.２ポイント減）

など、７業種中４業種が前年よりも減った。
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（２）前年と比べた採用人数【採用予定ありの企業】 （集計表Ｐ４５参照）

（１）で、「採用予定あり」と回答した企業に、前年と比べた採用人数の増減を聞い

たところ、３８.０％の企業が「増えた」としている。

前年調査結果と比較すると、「増えた」とする企業は３.６ポイント増加し、「減

った」とする企業は３.３ポイント減少した。

業種別にみると、製造業は「増えた」が３８.４％で前年調査結果よりも５.８ポイ

ント増加、「減った」は１６.２％で８.５ポイント減少した。

非製造業は「増えた」が３７.３％で前年調査結果よりも０.７ポイント増加、「減

った」は２８.４％で４.５ポイント増加した。
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＜参考＞前年度調査結果（Ｈ２１年３月調査）
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（３）採用する理由【複数回答】（採用予定ありの企業）（集計表Ｐ４６参照）

（１）で、「採用予定あり」と回答した企業に、採用する理由を聞いたところ、「年齢

構成の適正化」（４９.７％）が最も多く、次いで「定年退職者等の補充」（３０.２％）、

「特定部門の強化」（２０.１％）となっている。

前年調査結果と比較すると、「年齢構成の適正化」（６.３ポイント増）、「定年退

職者等の補充」（２.６ポイント増）及び「業務量の増加・事業の拡大」（１.７ポイン

ト増）は前年よりも増加したが、「特定部門の強化」（３.６ポイント減）は前年より

も減少した。

業種別にみると、製造業は、①「年齢構成の適正化」（５０.０％）、②「定年退職

者等の補充」（３５.０％）、③「特定部門の強化」（２４.０％）、④「業務量の増加・

事業の拡大」（１４.０％）の順だった。前年との比較では、「特定部門の強化」が

５.０ポイント増加した。

非製造業は、①「年齢構成の適正化」（４９.３％）、②「業務量の増加・事業の拡

大」（２７.５％）、③「定年退職者等の補充」（２３.２％）、④「特定部門の強化」

（１４.５％）の順だった。前年との比較では、「年齢構成の適正化」は１６.９ポイン

ト増加したが、「特定部門の強化」は１４.９ポイント減少した。
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＜参考＞前年度調査結果（Ｈ２１年３月調査）
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（４）採用する部門【複数回答】（採用予定ありの企業）（集計表Ｐ４７参照）

（１）で、「採用予定あり」と回答した企業に、採用する部門を聞いたところ、「生産

部門」（６７.３％）が最も多く、次いで「営業（販売）部門」（３０.３％）、「研究開発

部門」（１３.３％）となっている。
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（５）採用しない理由【複数回答】（採用予定なしの企業） （集計表Ｐ４８参照）

（１）で、「採用予定なし」と回答した企業に、採用しない理由を聞いたところ、「現

状の雇用者数が適正・過剰」（４５.６％）が最も多く、次いで「業務量の減少・事業の縮

小」（３６.７％）となっている。

前年調査結果と比較すると、「中途採用（即戦力）で対応」及び「非正社員（パ

ート、派遣等）で対応」は共に１.９ポイント増加したが、「業務量の減少・事業の

縮小」は４.６ポイント減少した。
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＜参考＞前年度調査結果（Ｈ２１年３月調査）


